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                                  平成 28 年 10 月 5 日 

各  位                                     

                                            会 社 名  エコートレーディング株式会社 

                      代表者名  代表取締役社長 豊田 実 

                              （コード：7427、東証第一部） 

                      問合せ先  専務取締役人事総務本部長 新森 英機 

                                                           (TEL. 0798-41-8317)      

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年 7 月 8日に開示しました業績予想を下記のとお

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 
１．連結業績予想数値の修正 
（1）平成 29 年 2月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28 年 3 月 1日～平成 28 年 8 月 31 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 38,727 46 43 217 35.95

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 38,978 156 164 459 76.16

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 251 110 121 242 ― 

増  減  率 （  ％  ） 0.6 239.1 281.4 111.5 ― 

（参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 28年 2月期第 2四半期） 
37,488 △46 △34 △37 △6.16

（2）平成 29 年 2月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年 3月 1日～平成 29 年 2月 28 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 78,455 215 211 346 57.32

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 78,455 300 306 590 97.75

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 85 95 244 ― 

増  減  率 （  ％  ） 0.0 39.5 45.0 70.5 ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 2 月 期 ） 
75,256 △331 △306 △212 △35.16
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２．修正の理由 

  当第２四半期連結累計期間につきましては、ペット市場の成長率鈍化（飼育頭数の伸び悩みや飼育生

体の小型化）が続く中で、当社グループでは当社の創業 50 周年に当たる 2020 年に向けて『Ｉ2☆50 お客

様満足度ＮＯ．１－スピード・成長・拡大』を基本方針とした新中長期経営計画に基づき行動しており

ます。また、昨年に引き続き、６月 28 日から 29 日にかけて『ニューマーケット創造提案会』を国分グ

ループ本社株式会社と共同開催いたしました結果、売上高は前回発表予想より 0.6％増の見通しとなり

ました。また、低価格志向の影響によりペットフード及びペット用品の販売価格が下落する中、グルー

プ全体で高付加価値商品の開発及び販売推進、在庫管理の徹底による適正在庫での運用、販売費及び一

般管理費の削減を進めた結果、営業利益、経常利益が前回発表予想より上回る見通しとなりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益も特別利益に投資有価証券売却益４億７千５百万円と特別損失に熊本

震災による損失５千９百万円を計上したことにより前回発表予想を上回る見通しとなりました。 

なお、通期連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間業績が上方修正を行なったことと、 

第３四半期以降も引き続きグループ全体で高付加価値商品の開発及び販売を推進し、粗利率の改善を図

るとともに、在庫管理の徹底による適正在庫での運用、販売費及び一般管理費の削減を進めることによ

り、前回の発表予想から修正を行なうものであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づいて作成したものであり、 

   実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 

 


